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第15回アルバータ大学英語・文化研修セミナー 
Alberta Seminar 2012 

第1回説明会 
 

日時：2012 年４月２７日（金)  午後５時半より 

場所：工学部研究棟Ⅰ ４階４０２室（機械システム工学科） 

 

説明会次第： 

1.  経過説明 

2.  2012 年度の研修内容（予定）等の紹介 

3.  2012 年度研修に関する今後の日程 

4.  質疑 

 

添付資料：2012 年度の研修スケジュールなど 

 

熊本大学 

  アルバータ大学との交流を進める委員会（略称：アルバータ委員会 ） 

  里中  忍 教 授（事務局長） 

  伊原 博隆 教 授       公文  誠 准教授 

  澤田  剛 准教授       高藤  誠 准教授 

  黒田 雅利 准教授      ○水本 郁朗 准教授 

      長谷川麻子 助教      ◎杉本 学  准教授 

 

  飯島 直樹（自然科学系事務部） 

  大平 正芳 （自然科学系事務部研究支援担当）  

  野口  緑 （自然科学系事務部総務担当)  

  吉田万里子 （研究・国際部国際課） 

       城 崇晃 （国際戦略ユニット） 

     清永 英一  （自然科学系事務部） 

 

  岩井 善太 名誉教授 

 

                                                切り取り線 
参加希望者 

 

      専攻・学科名，学年     氏  名（電話，Email） 
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カナダ・アルバータ大学 

英語・文化研修夏期セミナー2012 

(略称：アルバータ大学夏期セミナー2012) 

 
1. 趣旨及び経緯 

アルバータ大学はカナダ第二の規模を有するハイレベルの総合州立大学である．熊本大学

工学部との間では３０年以上にわたり、知能生産システム工学科の教員を中心に研究交流が

行われてきた．１９９４年には，両大学工学部間の学術交流協定が締結され，２０００年には，今

後ますます研究者及び学生の交流を活発化させる目的で、さらに大学間交流協定に格上げさ

れた． 

本セミナーは１９９４年に本学へ学術振興会特別招聘研究者として滞在された同大学 S. L. 

Shah 教授が工学部学生とセミナー等で交流した際，日本人学生が語学を含め，色々な面で国

際化，グローバル化に大きく遅れていることに驚き，ある種の危機感を抱いたことに始まる．そ

の後，１９９７年に同教授が熊本大学工学部百周年記念式典に，工学部長代理として出席した

際，夏季セミナーの提案がなされた．この提案をもとにアルバータ大学へ留学経験者５名の教

官で話し合い，国際交流委員会とも連絡をとり，所属学科や学部の一部教官の意見も参考に

しながら対応を検討した．その結果、熊本大学工学部の活性化，国際化につながるものと考え，

１９９８年度に大学院修士課程１年生を中心に１０名の学生の参加で派遣を行ったのが最初の

研修セミナーとなる．同セミナーは学生に好評であったため，ＳＡＲＳ問題を考慮して中止した

2003 年度を除いて昨年度まで毎年実施され，現在に至っている．2000 年度からは両大学間の

交流が正式に拡大された背景から，募集対象を全学に拡げ，大学間のさらなる交流拡大なら

びに熊本大学の学生のグローバル化に少しでも役立つことを期待して，工学部および大学の

後援のもと企画されている． 

 

2. 実施責任者 

熊本大学側：アルバータ大学との交流を進める委員会（略称：アルバータ委員会） 

 

アルバータ大学側：S. L. Shah(アルバータ大学工学部化学及び材料工学科教授) 

            Mimi Hui(アルバータ大学生涯教育学部 ELCS 実施担当責任者) 

 

  本企画は大学間の国際学術交流協定の趣旨に基づいて，工学部支援の下に，実施される

ものである．受け入れについては，語学教育授業はアルバータ大学学外教育学部(Faculty of 

Extension)が責任をもって実施し，工学体験教育はアルバータ大学工学部の好意で実施され

ることになっている。 

ただし，日本出発から帰国までのすべての傷害、事故、盗難、病気などについては、本人が

責任をもつこととし，適切な保険に個人的に加入しておくことを条件とする．大学側からの補償

は一切期待できない． 



 3

3. 実施予定 

期間：2012 年 8 月 6 日から 9 月 1 日（予定）まで 

場所：カナダ国アルバータ州エドモントン市アルバータ大学生涯教育学部，その他 

宿泊所：同上大学学生寮（リスター・ホール） 

研修内容：英語研修（生涯教育学部）, 文化体験・カナディアンロッキー旅行他 

費用：現在交渉中 

   －研修費用（授業料，宿泊費，ロッキー・ツアー費等を含む） 
   （2012 年度予定：2875 カナダドル） 

   －往復旅費（交渉中，昨年度は約 269,250 円） 

   －旅行保険、食事代など 

募集人員：25 名程度 

引率担当： 杉本 学(工学部物質生命化学科 准教授) 

（工学部より教員 1 名 ，事務員 1 名参加予定（大学院教務担当） ） 

------------------------------------------------------------------------- 

日本側連絡先：860-8555 熊本市黒髪 2 丁目 39-1 熊本大学工学部 

              機械システム工学科 准教授 水本郁朗 

                Tel: 096-342-3759,  e-mail: ikuro@gpo.kumamoto-u.ac.jp 

              同上 教授 里中 忍(事務局長) 

                Tel: 096-342-3736,  e-mail: satonaka@mech.kumamoto-u.ac.jp 

カナダ側連絡先： 

                Ms. Mimi Hui 

                  Program Manager, Faculty of Extension, University of 

                  Alberta, Edmonton, Alberta, CANADA T6G 2T4          

                  Tel: 1-780-492-2497,  Fax: 1-780-492-1857 

                  e-mail: mimi.hui@ualberta.ca  

Prof. S. L. Shah 

                Department of Chemical and Materials Engineering 

                University of Alberta, Edmonton, Alberta, CANADA T6G 2G6 

                Tel: 1-780-492-5162,  Fax: 1-780-493-2881,  

e-mail: sirish.shah@ualberta.ca 

--------------------------------------------------------------------------- 

５．申し込み、問い合わせ先   
 随時受け付け中，気軽にお尋ねください． 
なお，定員になり次第募集を締め切らせていただきますのでご了承ください。 
 【申し込み，問い合わせ先】 

工学部物質生命化学科 杉本 学        工学部機械システム工学科 水本郁朗  
Tel: 096-342-3650                        Tel: 096-342-3759  
email: sugimoto@kumamoto-u.ac.jp     e-mail: ikuro@gpo.kumamoto-u.ac.jp    

   工学部研究棟Ⅱ-2 3 階               工学部研究棟 I 6 階 616 室 
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4. その他 

・旅行は往復とも参加者全員一緒に行う． 

・旅行傷害保険に加入する． 

・本人と保証人の承諾書の提出を条件とする． 

・引率者(Shaperone)としては杉本(予定)が同行する． 

 

―――――――参考資料（セミナー情報）―――――――― 
○ホームページ：   
 http://www.chem.kumamoto-u.ac.jp/~alberta/ 
上で，セミナーに関する情報を得ることができる予定です． 
 
 

２０１２年アルバータ大学夏期セミナー 
－今後の予定－ 

 
 

2012/4/27  第１回説明会（第１次募集） 
2012/5/下旬  第２回説明会（第２次募集） 
2012/6/上旬  申込締切 
2012/6/中旬  参加者ガイダンス 
        （研修セミナーに参加するための事前準備） 
2012/7/中旬  壮行会 (アルバータ委員会，アルバータ倶楽部) 
 
2012/8/6  熊本（日本）出発-アルバータ（カナダ）到着 
2012/8/31  アルバータ（カナダ）出発 
2012/9/1  福岡（日本）到着 
2012/9/中旬  帰国報告会 
 
＊上記の日程は変更になることもあります。連絡、掲示等に注して下さい。 


